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1 ．はじめに
　ゆとりの教育の問題が指摘されて、教育改革
が 叫 ばれるようになって 久 しい。現 在 もなお
様々な試みがなされている。しかし、決定的な
成果があげられるところまでいっていないのが
現状であろう。そのような中で、キャリア教育
が義務化されて重要視されるようになってきて
いる。大学入学から卒業までの 4 年間のことだ
けではなく、社会に出てからのことも視野に入
れて自分の歩む針路を考えさすことになる。
　現状では、入学時に将来の自分のキャリアを
考えて大学ないし学部を選択している学生は少
数であろう。ほとんどの学生は、大学入学後に
自分の将来について考える。または就職活動が
始まるまで考えないかのどちらかである。この
ような最近の状況を放置することは、卒業後の
学生達の行動に大きな影響を与えることにな
る。 7 、 ５ 、 3 問題といわれるように、多数の
学生が就職後 3 年以内に転職することになる。
このような状況を生むことなく、学生が自分の
将来も見据えて自分のキャリアを考えるように
するのが大学におけるキャリア教育の目的であ
る。
　そのように考えればキャリア教育の根幹は主
体性の育成となるであろう。人から強制される
ことなく、自分自身で将来の進路を考えて 4 年
間の大学での学修に励むことが理想であろう。
しかしそれはなかなか難しいことである。高校
までの段階でキャリア教育がなされていない現
状では、大学入学時に主体的で自立的なキャリ
ア形成を望むことはできない。創価大学では
キャリアセンターを中心にしてキャリア教育を
積み重ねてきた。また、各学部においてもキャ
リア教育に関する関心が高まり、色々な取り組
みがなされてきた。この小論ではその内容に触
れるとともに、これからのキャリア教育のある
べき姿にも触れてみることにする。
2 ．就業力と進路の仮決め
　20１0年度に経済学部とキャリアセンターは共
同で「大学生の就業力育成支援事業（就業力
GP）」に採択された。そのテーマは「学問・世
界・仕事へのリンクが育む就業力」である。こ
の事業がそれまでのキャリア教育のレベルアッ
プにつながっており、創価大学のキャリア教育
も新たな段階に突入している。
　事業における取り組みの中心にあるのが「進
路仮決め制度」である。これは創価大学のグラ
ンドデザインにも組み込まれており、学生支援
強化戦略の柱の １ つになっている。入学 １ 年間
は新たな生活という緊張感もあり、それなりに
充実した大学生活を送っていく。しかし、 １ 年
間の大学生活を送っていく内に生活にも慣れて
だんだん惰性で毎日を過ごしていくようにな
る。 2 年になると、まだ先があるという安心感
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から、クラブ活動やアルバイトに力を入れるよ
うな学生が多くなって、授業に出なくなり単位
を落とすようなケースが多くなってくる。一度
そのような生活に陥ってしまうと、生活を立て
直すことはなかなか難しい。その結果、卒業で
きず留年するか充実した就職活動ができなくな
り、不本意就職することになる。そのような状
況を防ぐためにも、早期に進路を考えて、目標
を明確にすることを目指すことが、進路仮決め
制度の目指すところである。
　社会に出る前で社会経験がない新入生にとっ
て、将来の自分の針路を決めることは非常に難
しいことである。その上大学生活にも慣れてく
ると、そのような難しい自分のキャリアを考え
るよりも他の楽しい方に関心が行ってしまうこ
とはありうることである。つまり、入学当時の
緊張した状態から中だるみの状態になってしま
う。その中だるみの状態を防ぐためにも、自分
の夢を叶えるような将来の進路を考えてもらう
ことは重要である。自分の進路を考え将来なり
たいものが明確になってくれば、安易な生活に
流れることもなくなるであろう。また、自ずと
学修に向かう姿勢にも変化が出てくるものと考
えている。
　その進路仮決めをするにも、そのための材料
がなければならない。さらに、自分自身をきち
んと見るためにも自分が持っているものを理解
する必要が出てくる。自己を知るための手がか
りが必要になる。このように考えて、就業力
GP の取り組みの １ つとして、「創価大学の就
業力」を明確にして、それをはかる方法として
の「就業力テスト」を行うことにした。
　まず、「創価大学の就業力」であるが、それ
は表 １ のような１0の力である。これらは経済産
業省の社会人基礎力と文部科学省の学士力を元
にして、創価大学のオリジナルな要因も付け加
えながら考えられたものである。
　これらの１0の力を自分はどれだけ持っている
のだろうか。強みはどこなのか。弱みはどこな
のか。それをきちんと把握することでこれから
の自分の進路を決める際に大きな力となる。漠
然と自己分析するのではなく、結果が明確とな
り把握がしやすくなる。就活の際にも、自分を
きちんと解っていることは大きな力となってい
る。
　それを明確にした後に進路の仮決めに入るこ
とになる。 2 年の始めに一応自分はどの様な方
向に進みたいのかを考えてもらう。もし公務員
になりたいのであれば、それなりの準備が必要
となる。公務員試験の間際になって公務員にな
りたいと思っても準備ができず希望は叶わなく
なる。そのようなことを防ぐ意味合いも持って
表 1 　創価大学の「就業力」の定義
No. 就　業　力 定　　　　義
1 論理的思考力 複眼的な視点から、論理的に思考を展開する力
2 言語表現力 日本語および外国語を用いて、正確な文章を書き、話す力
3 数量的分析力 数量的・統計的データを正確に把握し、分析する力
4 対人基礎力 目標に向けて、他者と協力的に仕事を進める力
5 討議推進力 世界の多様性を理解し、建設的に議論を推進していく力
6 自己育成力 自らの行動を律し、理想とする自己に近づけていく力
7 課題設定力 客観的に情報を収集し、本質的な課題を設定する力
8 目標達成力 目標に沿った計画を立て、具体的に実現していく力
9 創造的思考力 既成概念にとらわれず、独創的に考える力
10 環境変革力 自己の成長を通して、環境を価値的に変革していく力
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いる。しかし大きいのは、中だるみをなくし学
生に勉強するモチベーションを持たすことであ
る。目的があればそれを実現しようと努力する
ことになる。将来のキャリアを考えると自分の
夢が明確となり、それがモチベーションにつな
がるはずである。そして、自発的に勉強に励む
ようになるはずである。
3 ．就業力テスト
　この「創価大学の就業力」とセットになって
いるのが、「就 業 力 テスト」である。このテス
トで自分の就業力を測ることになる。このテス
トの目的は、自分自身の能力を自分で自覚して
もらうことである。したがって、それ以外には
使用しないことを学生に約束している。結果に
ついては学生だけが保有しており、我々教員も
勝手に見ることはできない。これらは、学生の
自立性と主体性を促すための措置である。結果
については、図 １ のような形で学生の手に渡る
ことになる。これを見ると、環境変革力につい
ての 結 果 が 表 示 されていない。これについて
は、業者と共同でテストの開発する際に、テス
トでは計れない力であるということで、別に考
えることにした。この項目は創価大学のオリジ
ナルの部分であるが、これをどのように学生に
意識させるか、これからの課題であろう。
 　さらに大きな問題はこのテストをどの様に
利 用 するかである。やりっ放 しは 一 番 いけな
い。学生が自分自身のために自発的に利用して
くれないと意味がない。そのために開発したの
が、図 2 にある「就業力強化書」である。これ
も業者のオリジナルなものを「創価大学の就業
力」に合わせてカスタマイズしたものである。
できるだけ学生がなじみやすく、自分のものと
して利用してくれるような内容にしたものであ
る。イラストも交えて、取り上げている具体的
な方法も身近のものとするように工夫がされて
いる。実際に利用している学生の声を聞くと、
非常に使いやすくて便利であるとのことであ
る。経済学部では個別に面談を行いフィード
バックを行っているが、面談をする教員にとっ
図１「就業力テスト」の結果
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図 1 　「就業力テスト」の結果
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ても強い味方となる。この「就業力強化書」を
元にして面談が行われるが、その前に学生自身
が自分なりの分析を行い結論を導き出してい
る。このように、主体的に物事を考える好まし
い傾向もこの事業が目指すところである。
　このテストの利用価値は大きい。しかし、使
い方を誤ると逆効果となる場合があることに注
意しなければならない。次のようなことがポイ
ントになると思われる。
　①個人の評価には使わない
　② 学生自身のジェネリックスキルを把握する
ことを目的に利用する
　③フィードバックに力を入れる
つまり、学生が自立的・主体的に考えて大学生
活を送るようになることが重要なのである。そ
のような傾向が現れ、将来にわたるキャリア形
成のための基礎を作るための資料とすることが
重要である。
4 ．重要な初年次教育
　次に初年次教育であるが、それはキャリア教
育についても重要である。普通はリメディアル
教育としての重要性が強調されているが、キャ
リア教育という側面からの重要性も捨て去れな
い。入学してすぐに意欲をなくして、無為に 4
年間を過ごすことはそれだけのキャリアの空白
を生むことになる。そこで、創価大学では、以
前から初年次教育の中にキャリア教育を取り入
れてきている。
　初年次で大きいのは、各学部で行っている基
礎ゼミである。大学に入学したばかりの学生
が、うまく大学の教育に適応できるように指導
をする科目がこのゼミである。ゼミの中では、
プレゼンテーションなどのアカデミックスキル
を養成するとともに、 4 年間計画を立てさせる
などのキャリア教育も併せて行っている。
　基礎ゼミの効果を上げるために、 １ ゼミに １
人ずつ（学部によって異なる）、ステューデン
ト・アシスタント（以下ＳＡ）をつけることに
している。SA は通常 3 年生がなることになっ
ており、ゼミ運営において大きな役割を果たし
ている。 3 年生という上級生は １ 年生にとって
は良い手本であり、また良い相談相手になる。
図 2 　「就業力強化書」の内容
26
教員はかなり年も離れておりどちらかと言えば
近寄りがたい存在であろう。そのような中で、
SA が １ 年生と教員の間の橋渡しの役割を果た
してくれている。これは SA にとっても良い経
験となる。後輩とつきあう中でどの様にコミュ
ニケーションを取ったら良いか学んでいく。ま
た、色々なアカデミックスキルを教えなければ
ならないかもしれない。そのような状況に置か
れることで、自分自身も自立して大学生活を送
る習慣が身についてくる。
　それは １ 年生にとっても同様である。先輩の
背中を見ているうちに自分自身もああなろうと
いう気持ちが出てくる。人に頼らずに自分自身
の足で歩み出す努力がなされることになる。そ
のような自立心が湧いてくれば、 １ 年生の段階
で大学における生活になじめずに脱落するとい
うことも少なくなって行くであろう。
　また、基礎ゼミの中では、学生ポートフォリ
オの指導も行われている。その中にはキャリア
教育の要素が取り込まれている。タイムマネー
ジメントの重要性が講義され、自分で自分の 4
年間計画を作り上げる。また、それをもとにし
て毎日のタイムマネージメントの方法を考えて
実行に移す。その実現性に関しては SA が少な
からぬ協力をしていくことになる。教員も面談
などを通して、学生がいかに 4 年間のキャリア
を積んでいくかアドバイスを与える。
　また、主体的に自分のキャリアを考えてもら
うためのモチベーションを喚起するために、一
年生の後期に「キャリアデザイン基礎」、「ワー
ルドビジネスフォーラム」、「キャリア 開 発
フォーラム」などの科目が開講されている。後
の 2 つは、創価大学の OB・OG に来てもらい、
自分の体験からキャリアを考える重要性を １ 年
生に話してもらう科目である。 １ 年生にモチ
ベーションを持たせるために重要なことは夢を
持たせることである。夢・希望を持てばそれを
実現させるように行動するはずである。その過
程で様々な経験を積むことになり、自分の将来
をきちんと考えるようになる。現代の学生はあ
まり 夢 とか 希 望 とかを 持っていないようであ
る。ある意味で現実主義なのかもしれないが、
最初から実現しないものと考えさせてはいけな
い。追 いかけるべきものを 持 つことが 自 分 に
とって重要である。その夢や希望を作り上げる
ために重要なのは人の話を聞くこと、体験談を
聞くことになる。親の体験談を聞ければ良いの
であるが、最近ではなかなかそのような機会も
ない。地域社会が崩壊してしまった現在、なか
なか近所のおじさんが話してくれることもない
であろう。ということは、大学でそのような機
会を持つしかない。しかも、そのような機会は
早いほど良く、 １ 年生の時期が最適と考えられ
る。入学時すぐということではなく、少々大学
にも慣れて一息ついた頃がよい。そのタイミン
グで、自分がつきたい職業について考えてもら
う。そして、将来の夢を持つことができるよう
になれば、これから過ごす 4 年間が有意義にな
るように 考 えるはずである。そして、夢 に 向
かって努力するようになるはずである。
５ ．インターンシップ
　現在創価大学では、次の 4 つに分けてイン
ターンシップを行っている。
　さらに、その内容は大学紹介インターンシッ
プ、準公募インターンシップ、公募インターン
シップの 3 つに分かれている。しかし、現在大
表 2
コース名 内　　容
1．ビジネスインターンシップコース 民間企業を中心としたインターシップ
2．パブリックインターンシップコース
公務員（国家・地方）、NGO・NPO法人、議員事務
所を中心としたインターンシップ
3．グローバルインターンシップコース 海外でのインターンシップ
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学紹介インターンシップのビジネスインターン
シップが大半を占めている。創価大学では2000
年から本格的にインターンシップを実施し、単
位を認めることにしている。その当時まだ他大
学でインターンシップを行っているところは少
なかった。つまり、それだけ早くからインター
ンシップが持つ価値を認めていたことになる。
最初の頃は大学紹介インターンシップだけで、
研修生も５0名と数が少なかったが、事前研修を
きちんと行い他大学の模範となるような形で実
施されていた。海外でのインターンシップにつ
いても、他の 9 大学と共にドイツで行った経験
を持つ。現在、海外では 3 カ所でインターン
シップを行っており、大きな成果を上げている。
　わが国のインターンシップは、就職とは結び
つかない形で行われている。海外ではインター
ンシップと言えば、就職を前提とした就業前研
修 のような 意 味 合 いを 持っている。したがっ
て、期間も長期にわたっており、半年ぐらいの
ものも見受けられる。
　しかし、わが国ではインターンシップといえ
ば就業体験を指しており、その企業に就職する
ことを前提として行うわけではない。学生は大
学入学前まで社会経験はあまりない。アルバイ
トなどそれなりの経験がある学生もいるが、ほ
とんどの学生はわずかな経験しか持っていない
のが実状である。そのような中で、学生にとっ
てインターンシップの位置づけは大きいものが
ある。
　第 １ に、社会体験が少ない学生にとって、実
社会で働くことは社会を知るための良い機会に
なっている。昔は地域において隣近所の大人が
共に子どもを育てるという風潮があったが、最
近ではそのようなことはなくなっている。した
がって、自分の親以外の大人に接する機会は極
端に少なくなっている。インターンシップに行
けば、いやでも知らない大人と接する機会が生
まれることになり、実社会に出るための訓練と
なる。
　第 2 に、働くことを経験する良い機会になっ
ている。アルバイトとも違い利害関係を抜きに
して労働という機会が得られることになる。最
近では受験などのために高校時代にアルバイト
は極力控えるような指導がなされているようで
ある。また、高校時代のアルバイトは接客など
の限られた職種が多く、なかなか多様な労働機
会には恵まれないと思われる。その意味では、
様々な業種と職種が用意されているインターン
シップは、自分自身の将来の仕事を考える上で
良い経験となる。
　第 3 に、自分の能力を知る良い機会になる。
自分が属している学部で学んでいる専門知識は
テストを行うことで、身についたかどうかを確
かめることが可能である。しかし、社会に出る
ための基礎的な能力であるジェネリックスキル
については大学で確かめることはできない。イ
ンターンシップに行って、様々な状況に遭遇す
ることで、自分自身がどのようなジェネリック
スキルを 身 につけているかまた 欠 けているか
解ってくる。自分を知る良い機会となる。
　第 4 に、自分自身の将来のキャリアに対する
モチベーションとなる。社会を見る機会がなけ
れば、自分がどの様な将来のキャリアを望んで
いるのかも考えることができない。将来の夢は
あっても、それを実現するためにはどのような
キャリアが必要なのか考えることもできない。
そのような、将来のキャリアを考えようとする
モチベーションが湧いて来るであろう
　このようなメリット以上に、自立的な学修と
いう意味でも大きな効果がある。これらは、全
て自分自身が自分の手で主体的に行わなければ
ならない。研修先企業と連絡を取り研修日やい
ろいろな条件を取り決めなければならない。ま
ず、電話での応対が必要になり、自分自身が動
かなければ何も進まないという意味で、自立心
が養われることになる。また研修先の企業にお
いては、言われたことだけをしていれば良いわ
けではない。積極的に自分から仕事を求めない
と何もすることがないことにならないとも限ら
ない。要するに、自分自身で考えて自分自身の
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意思で行動するという、主体的な行動が身につ
くようになる。
　これは非常に重要なことで、もしこれが身に
ついていればこれからのキャリア形成において
大きな意味を持つことになる。しかし実態を見
ていくと全てのインターンシップが理想的な形
で行われているわけではない。期間は 2 週間が
主 流 になっているが、それよりも 短 い １ 週 間
や、極端なケースは １ 日インターンシップなど
も存在する。これでは上記のメリットは十分に
生かせなくなってしまう。やはり最低でも 2 週
間は必要である。できれば、 １ ヶ月ぐらいの期
間があれば、実際に行われているその企業の仕
事を経験することができる。これは、その企業
の顧客との真剣勝負である。この上なくすばら
しい体験となる。その意味では海外インターン
シップの期間は 4 週間となっており、これに近
い経験を積むことができる。
　最近ではこのようなことも鑑みて、国内にお
いても １ ヶ月のインターンシップを試みている
大学もある。しかも、テーマを与えてそれを解
決させる、課題解決型のインターンシップが行
われている。このようなインターンシップは望
ましいのであるが、特定の担当者と企業とのつ
ながりの中で行われており、汎用的にはならな
いところが残念である。
　このような点を考えて、経済学部では汎用的
な課題解決型のインターンシップを目指して、
東北復興インターンシップが行われている。こ
のインターンシップは、東日本大震災の被災地
である南三陸町のホテルにおいて、被災地の要
望に応えるために学生が働くという形を取って
いる。課題は復興である。労働者不足が著しい
被災地で働くことも復興に関与していることで
あるが、そのインターンシップ期間中に復興の
ために自分ができることを考えるというテーマ
が与えられている。働くこと、働きながら従業
員に話を聞くこと、地域を歩き回ることなどを
通して自分なりに課題に対する答えを出してい
くことになる。その成果はいくつかの点で出て
いる。
　しかし、このようなインターンシップも企業
の理解がなければできない。企業が若い人を育
てようとする意識が重要になる。海外での経験
からは、特にカナダでその意識が高かったよう
に思う。この点は、インターンシップを成功さ
せるために最低の条件であろう。
6 ．キャリア教育のこれから
　以上のように創価大学においては、学部毎に
多少の違いはあるものの様々な方面からキャリ
ア教育がなされている。しかし、わが国におけ
るキャリア教育も第一段階を終えて次の段階に
進もうとしている。創価大学としても色々考え
る必要が出てきているようである。
　これまでキャリア教育は、キャリア教育科目
として学部の専門科目からは独立して取り扱わ
れてきた。創価大学でも、「キャリアデザイン
基礎」、「ワールドビジネスフォーラム」、「キャ
リア開発フォーラム」、「キャリアビジョンⅠ、
Ⅱ」など、共通科目として独立して取り扱われ
てきた。この科目を作った時には画期的と考え
られ、それなりの役割を果たしてきたように思
われる。しかし現在のようにキャリア教育が定
着したような時期には再考する必要が出てきた
ように思われる。
　まず、キャリア教育の目的は、単に就職のた
めではない。生涯を通して適切なキャリアが積
めるような力をつけることが本来の目的であ
る。であるならば、その目指すところは学生の
基礎的な能力の育成になる。社会人基礎力をも
とにして作り上げた、創価大学の就業力こそが
本来持っているはずの力である。この創価大学
の就業力を身につけるようにしていくことが、
キャリア教育の中心となっていく。このジェネ
リックスキルは汎用的な能力であり、将来社会
に出てから主体的な活動をする際に非常に重要
である。
　これまでは、このようなジェネリックスキル
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をそのための授業で身につけさせようとしてき
た。キャリアデザイン基礎などがそうである。
しかし、そのような時代はもうそろそろ終わり
にしようという声が出はじめている。特別なそ
のような科目によって身につけさせるのではな
く、専門教育の中で身につけさせなければなら
ないという 考 えが 強 くなり 始 めている。まだ
キャリア科目なのですか、と問われるようでは
いけない。大学の目的はあくまでも学問を修め
ることである。勉強することである。就職のた
めではない。ということである。
　そのためには、今まで通りの講義では対応で
きなくなる。内容の検討も含めて、授業の方法
も考えなければならない。その方法として代表
的なものが、アクティブラーニングである。簡
単なものであれば、授業中に学生に対して質問
をすることでも 良 いであろう。質 問 されると
解っていれば、緊張感を持って授業を聞くであ
ろうし 何 も 考 えないこともないであろう。ま
た、隣の人と簡単な内容の確認でも良いであろ
う。とくかく学生が授業に参加するような工夫
が必要である。
　最近では、PBL （Project Based Learning）
が広く導入されている。何か課題を与えて、そ
れに答えを出す過程で様々な能力を養おうとす
るものである。これを １ 年生にやらせようとい
う試みが様々な大学で行われている。 １ 年生は
まだ専門教育を受けていないのだから無理であ
ると考えがちである。しかし、うまく動機付け
をしてやると驚くほど良い答えを考えてくるも
のである。また、併せてプレゼンテーションを
させても、未熟ながら工夫の跡が見えて驚くほ
どである。先ほどのインターンシップにおいて
もこの考え方が導入されている。
　一番の成果は、 2 年以降の大学生活の中に自
分 なりの 目 標 を 持 つことである。それをモチ
ベーションとして、自分なりに自立した大学生
活が送れるようになる。目標を持つことほど強
いことはない。少々辛いことでも、困難なこと
があってもそれを乗り越えようとする馬力が出
てくる。ゆとり世代はやる気がないと嘆く人が
多いが、機会が与えられれば率先して行動を起
こすようになる。
　しかし、このような形態の授業を行うために
は少人数の授業でなければならないと考えてい
る人もいるかもしれない。私もそう考えていた
が、様々な研修を受ける中でそうとも限らない
と考え方を変えるようになった。たとえば １ つ
の具体例として、World Café の方法がある。
これであれば大人数でかなり内容のあるディス
カッションができる。このように、工夫次第で
色々と授業に変化を持たすことができるように
なる。それによって、学生は様々なジェネリッ
クスキルを身につけることができるようになる。
　さらにもう一歩踏み込むことができるのであ
れば、学生自身が授業を作ることもできるであ
ろう。もちろん教員の適切なアドバイスが必要
であるが、自分が主体的に学問と向き合うこと
ができるようになり理解も深くなる。
　以上のように様々な工夫で、専門教育を通し
てキャリア教育ができるようになる。また、教
師と対話をすることで、自分の将来を考えよう
とする意欲も出てくる。現実を見る目が養われ
ることによって、間違いなく社会を判断する力
も付いてくる。それによって自分の進路も明確
になっていくはずである。
7 ．おわりに
　ここまで、主に正規の授業をもとにしながら
話をしてきた。１５年前にはキャリア科目に単位
を与えることは考えられなかった。今はそれが
当たり前である。本当に様変わりしている。そ
れだけ大学が追い詰められているのかもしれな
い。その正規の科目以外の課外においても自発
的に様々な活動が行われている。最近は早くに
内定を取った者がまだ取れていない人の就活の
サポートをしたり、キャリア教育のサポートを
したりすることは 普 通 に 見 られるようになっ
た。しかし、創価大学においては早期からその
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有効性に気がつき積極的に取り入れてきてい
る。RSS（Recruit Support Staff）、CSS（Career 
Support Staff）はその代表例である。正規の授
業でのサポートもしているが、この人達の主な
役割は課外でのサポートになっている。この組
織は結成以来１0年が経っておりすっかり定着し
ている。これは、学生と職員の協力の下自発的
にできあがった組織である。この例のような、
課外での活動も非常に重要になっている。
　キャリア教育はどの大学でも非常に重要視さ
れており、力が入れられている。それとともに、
今までのような画一化された教育ではなく、独
自の考え方のもとに独自の方向性を見いだそう
と努力している。そのような努力がなければ、
教育として進化していかないであろう。これか
らもその努力を惜しんではいけない。
　ここまで、創価大学におけるキャリア教育の
現状を述べた後に、将来展望まで進んだ。将来
展望についてはキャリアセンターの方針という
より、様々なシンポジウムに参加しての筆者が
感じた方向性である。しかし、これらのことは
様々な大学で取り組み始められており、間違い
なくこれから広まっていくであろう。このよう
な流れがわが国において主流になり、どこの大
学でも普通に行われるようになって初めて、本
当の意味でのキャリア教育が定着していくもの
と思われる。現在では学生の自立性や主体性が
問われているが、本当の意味でのキャリア教育
が定着すれば、学生の姿勢にも大きな変化が現
れるはずである。
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